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１．保険引受（総論）

○ 令和６年度の保証保険の引受額実績は、５７９億円（対前年比104.３％）で、前年に比べて24億円の増加。

〇 資金別の主な内訳としては、前年に比べて、近代化資金が343億円で43億円の増加、一方事業資金が225億円で
11億円の減少。

〇 資金用途別では、設備資金が294億円で50億円の増加、運転資金が269億円で21憶円の減少。。
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<保険引受状況 >
（単位：百万円）

対前年比

（D=B/A）

対前年同月比

（D=B/A）

 設備資金（漁船リース事業） 12,482           9,299             11,537           2,238            124.1% 3,368             3,130 ▲238         92.9%

 設備資金（漁船リース以外） 12,972           12,058           13,718           1,660            113.8% 2,842             2,158 ▲ 685 75.9%

 運転資金 7,400             8,647             9,009             363               104.2% 4,479             4,117 ▲ 362 91.9%

計 32,853           30,004           34,265           4,261            114.2% 10,689           9,404 ▲ 1,285 88.0%

 漁業経営改善促進資金（運転資金） 811                691                647                ▲44             93.7% 647                651 4 100.6%

 借替緊急融資資金 128                833                222                ▲611           26.6% -                    0 0 -

 生活資金 340                330                218                ▲112           66.1% 40                  34 ▲ 6 86.2%

 設備資金 2,840             2,968             4,096             1,128            138.0% 519                661 142 127.4%

 運転資金 21,994           19,705           17,273           ▲2,432        87.7% 4,519             5,519 1,000 122.1%

 旧債整理 70                  955                1,171             216               122.7% 206                230 24 111.7%

計 24,904           23,628           22,540           ▲1,088        95.4% 5,244             6,411 1,167 122.2%

 漁協等保証債務 -                    -                    -                    -                   - -                    0 0 -

 沿岸漁業改善資金 -                    4                    4                    - - - - - -

合計 59,036           55,489           57,896           2,407            104.3% 16,620           16,500 ▲ 120 99.3%

28,294           24,329           29,356           5,027            120.7% 6,729             5,948 ▲ 780 88.4%

30,205           29,042           26,929           ▲2,113        92.7% 9,645             10,287 642 106.7%

うち設備資金計

うち運転資金計

R7年6月末

（B）
Ｒ4年度

増減額

（C=B-A）

 漁業近代化資金

 事業資金

区分 Ｒ5年度 Ｒ6年度
Ｒ6年6月末

（A）

増減額

（C=B-A）



（単位：百万円）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 前年比 R6年6月 R7年6月 前年同月比

31,412 34,016 28,294 24,329 29,356 120.7% 6,729 5,948 88.4%

うちリース（B） 14,351 16,902 12,681 9,556 12,052 126.1% 3,468 3,130 90.2%

B/A（％） 45.7% 49.7% 44.8% 39.3% 41.1% 51.5% 52.6%

設備資金（A）

２

○ 令和６年度の設備資金の引受額は、令和４年度以降の減少傾向から増加に転じた。これは、大型漁船の建造など、
融資額が１億円を超える大型案件の引受額が増加したため。

〇 リース事業にかかる引受額も増加に転じたが、設備資金全体に占める割合は前年度並み。

１－１．保険引受（設備資金）

<設備資金のリース事業にかかる保険引受額の推移>

（単位：件数）

金額規模 R5年度 R6年度

6億円以上 0 3

3億円以上6億円未満 2 5

1億円以上3億円未満 25 32

1億円未満 1,741 1,688

合計 1,768 1,728

<金額規模別設備資金引受件数>（単位：百万円）



１－２．保険引受（運転資金）

○ 運転資金の引受額については、養殖業における餌代高騰等を背景に金利・保証料が低い近代化資金にて増加傾向に
あるものの、令和２年度のコロナ対策による資金繰り支援、その後の魚価回復等による資金繰り改善などにより、令
和３年度以降、事業資金の引受が減少しており、全体として減少傾向。

３

<事業資金の漁業種類別 保険引受額推移>

<近代化資金の保険引受額推移><運転資金の資金種類別 保険引受額推移>

（単位：百万円）

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R６年６月 R７年６月

近代化資金 9,598 7,668 7,400 8,647 9,009 4,479 4,117

事業資金 49,250 24,799 21,994 19,705 17,273 4,519 5,519

漁業経営改善促進資金 1,451 1,451 811 691 647 647 651

副保証 - - - - - - 0

合計 60,299 33,918 30,205 29,042 26,929 9,645 10,287

（単位：百万円）

（単位：百万円）



<保険金支払額の推移>

２．保険金支払

○ 令和６年度の保険金支払額は７億円で、前年度比215.1％の倍増となった。

○ 倍増の主な要因は、大口の漁船漁業者が燃油高騰、水揚不振等により廃業・清算したことによるもの。

〇 保険金支払は、コロナ対策としての資金繰り支援や返済条件緩和等により、ここ数年は低水準で推移していたもの
の、徐々にコロナ発生以前の水準に戻りつつある。

４

<漁業種類別の保険金支払額推移><資金種類別の保険金支払額推移>

（単位：百万円）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R6年6月 R7年6月

692 679 395 347 746 27 78



３．回収金

○ 令和6年度の回収金は5億円（対前年比108.4%）となった。

○ 回収金は、案件ごとの事情によって年度により増減する性格のものであるが、代弁事故の減少により回収財源の対
象となる求償権残高が減少しているため、今後も大きな増加は見込まれない。

○ 回収財源別に見ると、近年は、被保証人からの回収が７割弱、物的担保及び人的担保からの回収が３割弱となって
いる。政策的に無担保・無保証人融資を推進していることから、この傾向は今後も変わらないものと考えられる。

５

<回収金の推移> <回収金の回収財源別の構成比>

<回収金の回収財源別の推移>

<求償権残高の推移>

(単位：百万円）

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 前年度比

出資金 50 36 27 27 31 114.8%

被保証人・その他 420 392 293 324 335 103.4%

合計 656 562 442 464 503 108.4%

物的担保＋人的担保

（連帯保証人） 186 134 122 113 137 121.2%



（単位：百万円）

R2年度末 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末 R6年6月 R7年6月 対前年同月比

保険残高 213,215 212,845 208,211 203,390 200,650 203,863 199,843 98.0%

４．令和６年度末保険残高

<保険残高の推移>

○ 令和６年度末の保険残高は、前年度末から27億円減少し2,007億円（対前年98.7％）となり、保険残高2,000億
円の水準をかろうじて維持した。

〇 令和７年６月末時点の保険残高は、1,998億円となっている。

ｃ

<保険残高2,000億に向けた取り組み（一例）>

・「海業ブックレット」の作成・配布・HP掲載

・保証推進資材の作成（フェイスタオル）

オリジナルタグ

６



（参考）保険引受額及び保険残高の推移

<保険引受額の推移>

<保険残高の推移>

（単位：億円）

年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6

保証引受額 1,314 1,326 1,279 1,309 1,324 1,222 1,064 1,002 924 1,508 973 943 894 849 806 781 725 676 768 741 931 691 590 555 579
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（単位：億円）

年度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6

保証残高 2,517 2,494 2,402 2,308 2,161 2,036 1,867 1,692 1,602 2,086 2,181 2,207 2,260 2,263 2,202 2,137 2,058 1,983 1,988 1,983 2,132 2,128 2,082 2,034 2,007
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